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＜概要＞

Ｃ排水路出口付近では、これまで以下の３箇所でサンプリングを実施。

・「切替C排水路35m盤出口（C-2-1）」・・・Ｈ４エリアのタンクにおける水漏れに関連
してサンプリングを実施

・「構内側溝排水放射線モニタ近傍（側溝モニタ）」・・・構内側溝排水放射線モニタにおけ
る放射能濃度高高警報の発生に伴いサンプリングを実施

・「C 排水路35m盤（C 排水路）」・・・実施計画に基づきＢＣ排水路出口付近としてサン
プリングを実施

⇒このうち「C-2-1」と「側溝モニタ」のサンプリング及び分析を廃止し、今後は代表地点と

して「Ｃ排水路」のみサンプリング及び分析を行っていきます。

これに伴い、2017年1月17日以降の公表資料の見直しを行います。

【統廃合理由】

●当該3地点は上流から「C 排水路」→「側溝モニタ」→「C-2-1」 の順になっており，この間（約７０ｍ）

には他から排水が流入する枝排水路がない。

●当該3地点間は暗渠になっており雨水の侵入がない。

●当該3地点付近には汚染水流入の要因となるタンクがない。

●当該3地点ともγ核種（Cs-134，Cs-137）および全βを毎日分析しており，分析結果は同じ傾向。

●「C-2-1」のサンプリングは、2013年8月のH4タンク漏えいの際、「汚染の状況把握」として開始して

いるが、分析結果が同じ傾向を示している「C排水路」で代替が可能。

●「側溝モニタ」のサンプリングは、2015年2月の側溝モニタ放射能高高警報発生に伴う監視強化として開

始しているが、分析結果が同じ傾向を示している「C排水路」で代替が可能。
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（従来）分析結果の速報版-タンクの水漏れに関するモニタリング-南放水口・排水路

凡例： ×削除 ○追加



（今後※）分析結果の速報版-タンクの水漏れに関するモニタリング-南放水口・排水路

※2017年1月17日公表資料～



（従来）採取地点別放射性物質の分析結果-6.排水路（Ｈ４エリア周辺）



（今後※）採取地点別放射性物質の分析結果-6.排水路（Ｈ４エリア周辺）

※2017年1月17日公表資料～


